
令和２年度 

１学期学校評価から 

 ９月に，今年度一回目の学校評

価を保護者の皆様と子どもたちに

実施いたしました。保護者の皆様に

おかれましては，回答にご協力いた

だきありがとうございました。 

 学校評価につきましては，保護者

の方々，地域の方々とともに，大将

軍小学校の子どもたちの様子を振

り返り，学校にとってこれからの教

育活動をよりよくしていくための資

料となります。 

 子どもたちへの教育は学校が単

独で行うものではなく，保護者・地

域の皆様の協力があって初めて効

果をあげるものであります。校内で

は，このアンケート結果の分析を職

員会議で共有し，これまでの成果と

今後の取組の道筋について話し合

いました。より良い学校にするため

に，保護者と地域の皆様にも広く学

校の取組を知っていただきご支援・

ご協力を願えればと思います。 

 

 

 

 

 

＜児童分析＞ 

昨年度に比べ，いくつかの項目で「あまりできていない」「できていない」と回答をする児童が増えて

います。特に，「③困ったことがあれば，先生に相談している。」「⑧自分のよいところが言える。」「⑪授

業中，自分から進んで発表している。」「⑬本をよく読んでいる」の項目で否定的な回答が目立ってい

ます。これらの項目は，今年度コロナウイルスの影響で，２か月間の休校があり，学年の始まりが遅れた

ことや，感染対策によって通常通りの学校生活や授業を進めることが困難であったことも関係している

と考えられます。 

２学期からは，コロナウイルスの感染対策を継続しながら，さまざまな学習活動を

通常に近い形で再開しています。子どもたちが落ち着いて毎日の学校生活を送るこ

とができるようにしていきたいと思います。 

＜保護者分析＞ 

保護者アンケートでは，昨年と

比べて大きな変化がみられる項

目はほとんどなく，昨年に引き続

き大将軍小学校の教育にご理

解・ご協力いただいていることに

感謝いたします。 

 「⑥わが子が掃除や家事の習

慣が身につくよう，家で働きかけ

ている」「⑦わが子がはきものを

そろえるように働きかけている。」

の項目で「あまり出来ていない」

「できていない」の回答が半数

を超えています。学校教育では

係活動や清掃活動など，自分の

ことだけではなく，みんなのため

に頑張ることも意識できるように

取り組んでいます。ご家庭でも

何か役割を与えて，継続して取

り組めるように声

をかけていただけ

ると嬉しいです。 
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＜保護者自由記述より＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コロナ対策での長期にわたる休校については，教職員も初めてのことばかりでどのようにすれば

よいのか戸惑うことも多かったのですが，保護者の皆様にご協力いただき乗り越えることができまし

た。ありがとうございました。また，休校明けも通常通りの学校生活は送れませんでしたが，子どもた

ち一人一人が自覚を持ち，手洗いやマスクの着用，ソーシャルディスタンス等に気を付けて学習活動

を進めることができました。学校では今後の感染拡大や休校に備えて，タブレットの整備等を早急に

進めています。このアンケートでいただいたご意見を基に今後の対策もしていきたいと思います。 

  また〔その他〕の中でも，学校と家庭とが連携を強めていき，子どもたちの成長を見守っていけるよ

うにしたいという意見をいただきました。今年度はコロナウイルスの影響で，家庭訪問や参観，学級

懇談などが少なくなり，保護者の方とお話しする機会が減っています。日々の家庭訪問や電話連絡

を大切にしていきたいと思います。また，家庭の中でも子どもとの会話の中で気になることがあれば，

学校の方に連絡いただければ嬉しいです。 

＜児童・保護者 比較＞ 

⑤忘れ物をしないで学習の準備ができ

ていますか。 

 この項目は，昨年度の２学期から数値が下

がってきています。また，保護者のアンケートで

も，今年度「できていない」の回答が増えてい

ます。授業をしていても，教科書やノートがそろってい

なかったり，算数で使う定規やコンパスがなかったり，

体育服を忘れてしまったりと，忘れ物が目立つように

なっています。学習道具がそろっていないと，学習意欲

の低下にもつながります。子ども自身が自分のことを

自分でできるようになることは重要ですが，ご家庭で

も声掛けや確認をしていただきますようよろしくお願い

します。 

 

＜学校運営協議会理事会より＞ 

  ⑧「自分のよいところが言える」の項目で約半数が否定的な回答になっています。特に高学年が高く

なっています。いろいろな行事や取組が中止になっていることも影響しているのではないかと考えられま

す。コロナウイルスの心配はあるけれど，子どもたちが活躍を実感できるような取組が増えていくとよい

なと思います。 

  ①「自らすすんであいさつをしている」の項目で「できていない」が０％になっていますが，見守り隊で

あいさつをしていてもあいさつが返ってこない子どもがいます。あいさつとはどういうものなのか，どうい

う場面でするのかを考えるような機会を作ってはどうでしょうか。あいさつをされて嫌な気持ちになる人

はいないと思います。気持ちのよいあいさつができるようになってほしいです。また，あいさ

つには「おはよう」だけでなく，「ありがとう」や「いただきます」，「いってきます」や「ただい

ま」などいろいろな言葉があります。言いやすいものから習慣化していくのもよいのではな

いでしょうか。 

1・2年 

3・4年 

5・6年 

保護者 

〔コロナ対策について〕 

・ プリント配布や電話連絡をいただき，感謝しています。電話で先生とお話ししたときには子どもも

嬉しそうにしていました。 

・ ホームページやおたよりで学校の様子をわかりやすく教えていただき，ありがたかったです。 

・ 学校再開時，体力が落ちている中で，すぐに６時間授業ではなく，体と気持ちをならすように学

校に行けたのは，子どもの負担を考えてよかったと思いました。 

・ 休校によって学習の遅れや外出の制限等デメリットばかりでしたが，友達の大切さや，友達が

いないと寂しいということがわかり，学校再開後はより一層仲良くなったのではと思います。 

・ コロナ対策をしつつ学校行事をどこまでできるかとても難しいと思いますが，子どもたちが学校

でしか経験できないこと，学べないことをさせてやりたいと思います。そのためにも，家庭でも感

染対策に取り組んでいきたいと思います。こんな時だからこそ，学校と家庭とが心が通えればと

思います。 

・ 感染防止のため，保護者が学校に立ち入れない中で，ホームページなどで学校の様子を知る

ことで子どもとの会話も増やせたように思います。 

・ 先日の参観で，少しでも学校の様子が見られたのがうれしかったです。 

・ マスク忘れの児童にマスクを提供してくださってありがたかったです。 

・ 再び休校になった時に，ＩＣＴを活用してうまく乗り越えられると嬉しいです。 

・ 外遊びができる場所があると嬉しかったです。 

・ コロナ対策のため仕方がないと思うのですが，子どもの行事がどんどん中止になり残念です。 

・ 子どもが体を使ったり，社会と関わったりする貴重な機会がなくなってしまっていることが，今後

子どもにどのように影響するのか少し心配しています。 

〔その他〕 

・ 担任の先生には本当によく頑張っていただいていると思います。 

・ わが子のよいところを伸ばそうといつも気にかけて下さっていること感謝しております。 

・ 問題の早期発見のため，保護者と学校の連携を強めていけたらよい。 

・ 学校からの提供教材で余分な装飾が多いと思います。 

１・２年３・４年５・６年１・２年３・４年５・６年１・２年３・４年５・６年１・２年３・４年５・６年

児童（％）

よくできている できている あまりできていない できていない

Ｒ１　1学期

Ｒ１　2学期

Ｒ２　1学期 56 21 24 18 67 62 23 10 14 3 2 0

平均

5
わすれものをしな
いで，学習の準備
ができている。

46 45 6 3

34 47 16 3

33 49 16 2

よくできている だいたい あまり できていない

保護者　（％）

Ｒ１　　１学期 29 56 14 1
Ｒ１　　２学期 27 59 14 0
Ｒ２　　１学期 24 59 10 7

5
わが子が忘れ物なく学習準備をする
習慣が身につくよう働きかけている。


